
俳
句
同
好
会 

 
 
 

代
表
世
話
人 

小
野 

野
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

世
話
人 

山
科 

爽
風 

  

社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を
重
ね

て
、
第
百
七
十
一
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
九
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
二
年
六
月
の
句
会
よ
り
、
㈱
日
本
電
気
の
松

井
章
さ
ん
に
入
会
し
て
頂
き
、
楽
し
い
吟
行
と
句
座
に
な

り
ま
し
た
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                 

 

第
百
六
十
八
回 

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日
（
木
） 

兼
題 

『
年
末
・
年
始
の
事
象
全
般
』 

句
座 

「
喜
久
屋
駒
井
」
東
山
区
宮
川
筋
四
丁
目 

 
 
 
 
 
 

兼
題
句 

健
か
な
日
の
母
浮
か
び
障
子
は
る 

 
 
 
 
 

爽
風 

読
み
さ
し
の
清
張
二
冊
年
暮
る
る 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

掃
除
に
げ
役
満
を
打
ち
師
走
か
な 

 
 
 
 
 

野
一 

年
越
し
や
妻
う
た
た
寝
の
静
け
さ
よ 

 
 
 
 

慧
泉 

誰
れ
か
れ
と
話
し
か
け
た
し
初
銭
湯 

 
 
 
 

尚
信 

松
活
け
て
水
引
凛
と
新
春
を
待
つ 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

客
も
な
く
三
日
早
や
ば
や
た
だ
の
日
に 

 
 
 

窓
外 

神
酒
飲
み
今
年
の
運
は
神
頼
み 

 
 
 
 
 
 

み
つ
へ 

去
年
今
年
同
じ
流
れ
の
橋
に
立
ち 

 
 
 
 
 

綾
南 

古
き
札
焚
火
に
投
じ
初
詣 

 
 
 
 
 
 
 
 

綾
南 

タ
コ
あ
げ
に
親
子
の
背
中
夕
日
さ
す 

 
 
 
 

み
つ
へ 

初
日
影
む
ら
さ
き
に
そ
め
遠
比
叡 

 
 
 
 
 

窓
外 

松
過
ぎ
て
郵
便
受
も
普
段
な
り 

 
 
 
 
 
 

慧
泉 

     

第
百
六
十
九
回 

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日
（
月
） 

兼
題 

『
眼
鏡
』『
歩
み
・
歩
く
』『
ね
こ
や
な
ぎ
』
と 

当
季
雑
詠 

故
三
井 

慧
泉
さ
ん
の
追
悼
句 

句
座 

「
喜
久
屋
駒
井
」 

東
山
区
宮
川
筋
四
丁
目 

 
 
 
 
 
 

兼
題
句 

百
年
の
酒
蔵
裏
の
猫
柳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

紫
峰 

湯
女
が
ゆ
く
峽
の
細
道
ね
こ
や
な
ぎ 

 
 
 
 

窓
外 

春
雨
が
降
る
降
ら
な
い
の
祇
園
道 

 
 
 
 
 

尚
信 

春
惜
し
む
句と

友も

の
歩
ま
ん
黄
泉
路

よ

み

じ

と
は 

 
 
 

窓
外 

病
癒
え
そ
ぞ
ろ
歩
き
や
風
光
る 

 
 
 
 
 
 

綾
南 

葱
を
引
く
丸
い
背
中
に
歩
み
見
る 

 
 
 
 
 

爽
風 

愛
の
手
を
つ
な
い
で
歩
く
春
薄
暮

は

く

ぼ 
 
 
 
 
 

み
つ
へ 

朧
月
水
面
に
揺
れ
る
眼
鏡
橋 

 
 
 
 
 
 
 

巽 

籠
一
杯
ワ
ラ
ビ
ゼ
ン
マ
イ
ス
カ
ン
ポ
ウ 

 
 
 

爽
風 

眼
鏡
か
け
新
聞
広
げ
春
さ
が
す 

 
 
 
 
 
 

み
つ
へ 

春
告
げ
る
イ
カ
ナ
ゴ
漁
に
湧
く
港 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

猫
柳
ふ
く
ら
み
見
せ
て
雨
上
る 

 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

た
わ
む
れ
て
眼
鏡
に
濡
れ
る
汐
干
狩
り 

 
 
 

野
一 

   

平成２２年１０月６日 西本願寺にて 



 

第
百
七
十
回 

平
成
二
十
二
年
十
月
六
日
（
水
） 

兼
題 

『
麦
と
ろ
』『
椋
鳥

む
く
ど
り

』『
柿
』『
落
花
生
』 

吟
行 
「
西
本
願
寺
」 

句
座 

「
た
ん
熊
」
京
都
東
急
ホ
テ
ル 

地
下
一
階 

 
 
 
 
 
 

兼
題
句 

御
影
堂
大
屋
根
上
に
秋
の
雲 

 
 
 
 
 
 
 

綾
南 

酒
肴
尽
き
最
後
の
た
よ
り
は
落
花
生 

 
 
 
 

爽
風 

一
人
碁
を
打
っ
て
つ
ま
む
落
花
生 

 
 
 
 
 

綾
南 

椋
鳥
に
空
お
お
わ
れ
て
半
曇
り 

 
 
 
 
 
 

野
一 

献
立
は
麦
と
ろ
だ
け
の
一
人
膳 

 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

柿
畑
も
ぎ
た
て
口
に
園
児
の
笑
顔 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

紅
白
の
仲
睦
ま
じ
く
彼
岸
花 

 
 
 
 
 
 
 

紫
峰 

初
に
訪
う
七
堂
伽
藍
大
銀
杏 

 
 
 
 
 
 
 

窓
外 

本
願
寺
古
木
の
下
の
彼
岸
花 

 
 
 
 
 
 
 

綾
南 

ポ
ケ
ッ
ト
に
一
粒
残
し
た
落
花
生 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

椋
鳥
の
二
匹
あ
ふ
れ
て
引
込
線 
 
 
 
 
 
 

窓
外 

渋
柿
よ
軒
に
吊
る
さ
れ
季
の
味
に 

 
 
 
 
 

野
一 

落
ち
そ
う
に
掛
軸
の
柿
熟
れ
て
お
り 

 
 
 
 

爽
風 

ピ
ー
ナ
ツ
で
中
国
攻
め
ろ
と
怪
気
炎 

 
 
 
 

窓
外 

麦
と
ろ
食
べ
て
ご
し
な
れ
ふ
る
さ
と
で 

 
 
 

佐
伯 

鮮
や
か
な
柿
の
一
葉
石
の
上 

 
 
 
 
 
 
 

紫
峰 

風
音
に
せ
か
さ
れ
し
ま
う
破
れ
す
だ
れ 

 
 
 

尚
信 

あ
か
り
つ
き
麦
と
ろ
あ
り
の
字
が
さ
そ
う 

 
 

尚
信 

 

第
百
七
十
一
回 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
（
火
） 

 

兼
題 

『
紅
葉
』『
顔
見
世
』『
愚
痴
』『
独
り
旅
』 

吟
行 

「
瑠
璃
光
院
」
洛
北 

八
瀬 

句
座 

「
入
舟
」
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ 

六
階 

 
 
 
 
 
 

兼
題
句 

妻
不
在
愚
痴
の
は
け
口
燗
ざ
ま
し 

 
 
 
 
 

窓
外 

染
め
あ
げ
し
八
瀬
の
古
刹
と
霊
峰
と 

 
 
 
 

窓
外 

ち
り
残
る
照
葉
一
葉
辻
の
寺 

 
 
 
 
 
 
 

尚
信 

せ
が
ま
れ
て
芸
妓
連
れ
て
顔
見
世
や 

 
 
 
 

佐
伯 

独
り
旅
寂
し
さ
癒
す
栗
拾
う 

 
 
 
 
 
 
 

み
つ
へ 

免
許
証
返
す
か
八
十
路
秋
の
暮 

 
 
 
 
 
 

綾
南 

年
毎
に
愚
痴
多
く
な
り
秋
寒
し 

 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

妻
の
顔
氷
の
ご
と
く
愚
痴
言
え
ず 

 
 
 
 
 

野
一 

散
り
初
め
残
り
色
見
る
紅
葉
か
な 

 
 
 
 
 

野
一 

秋
野
菜
高
き
値
札
に
妻
の
愚
痴 

 
 
 
 
 
 

綾
南 

吹
き
溜
り
枯
葉
の
ブ
ー
ケ
出
来
上
り 

 
 
 
 

み
つ
へ 

愚
痴
こ
ぼ
す
相
手
も
な
く
て
一
人
鍋 

 
 
 
 

爽
風 

紅
天
使
苔
絨
緞
に
舞
降
り
る 

 
 
 
 
 
 
 

紫
峰 

顔
見
世
や
街
い
ろ
め
き
て
急
ぎ
足 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

妻
留
守
で
秋
の
夜
長
の
独
り
酒 

 
 
 
 
 
 

爽
風 

ち
る
も
み
じ
鐘
楼
や
ね
を
赤
く
そ
め 

 
 
 
 

佐
伯 

顔
見
世
の
ま
ね
き
か
す
む
に
し
ん
蕎
麦 

 
 
 

尚
信 

名
月
に
負
け
じ
と
紅
葉
艶
競
う 

 
 
 
 
 
 

紫
峰 

追
記 メ

ン
バ
ー
も
増
え
、
大
変
楽
し
い
同
好
会
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
頭
の
体
操
に
も
、
も
っ
て
こ
い
で
す
。 

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

山
科 

爽
風 

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

正 

会 

員 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一
（
野
一) 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 

 
 

佐
伯 

希
彦 

日
本
シ
ス
テ
ム
工
業
㈱ 

三
井
喜
代
治
（
慧
泉
） 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
四
日 

御
逝
去 

㈱
日
本
電
気 

 
 
 
 

松
井 

 

章
（
紫
峰
） 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 

隆
雄
（
爽
風
） 

 
 
 
 

特
別
参
加 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 

下
里 

尚
信 

三
木 

一
義 

（
窓
外
） 

三
木 

寿
々
代 

 

平
成
二
十
三
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
五
十
一
号
掲
載 



俳
句
同
好
会 

 
 
 

代
表
世
話
人 

小
野 

野
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人 

山
科 

爽
風 

  

社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を
重
ね

て
、
第
百
七
十
五
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
九
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                     

 

第
百
七
十
二
回 

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
七
日
（
木
） 

兼
題 

『
忘
年
会
』『
松
の
内
』『
お
年
玉
』『
初
夢
』
と 

当
季
雑
詠 

句
座 

「
京
新
山
」
東
山
区
新
橋
縄
手
西
入
ル 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

銭
湯
で
初
夢
か
た
る
八
十

や

そ

路じ

翁お
う 

 
 
 
 
 
 

尚
信 

音
信
の
な
き
友
よ
り
の
年
賀
状 

 
 
 
 
 
 

綾
南 

役
す
み
て
鏡
開
き
し
善
哉
に 

 
 
 
 
 
 
 

野
一 

柚
子
風
呂
で
手
足
を
伸
ば
し
皺
の
ば
し 

 
 
 

爽
風 

除
夜
の
鐘
睡
魔
さ
そ
う
一
〇
八 

 
 
 
 
 
 

み
つ
へ 

初
夢
の
浅
い
記
憶
に
満
足
し 

 
 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

漂
た
だ
よ

え
る
病

わ
く
ら

葉ば

か
え
る
と
こ
も
な
く 

 
 
 
 

窓
外 

松
の
内
心
お
き
な
く
朝
寝
ぼ
う 

 
 
 
 
 
 

野
一 

お
年
玉
孫
の
数
ほ
ど
袋
づ
め 

 
 
 
 
 
 
 

み
つ
へ 

朝
氷
押
し
て
も
割
れ
ぬ
厚
さ
か
な 

 
 
 
 
 

紫
峰 

松
の
内
手
ぬ
き
で
す
ご
す
老
二
人 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

う
ち
の
と
は
全
く
違
う
山
の
神 

 
 
 
 
 
 

紫
峰 

元
気
な
く
一
軒
で
終
わ
る
忘
年
会 

 
 
 
 
 

爽
風 

初
夢
や
弁
財
天
と
船
の
旅 

 
 
 
 
 
 
 
 

綾
南 

若
返
え
り
濃
い
め
の
口
紅

べ

に

も
松
の
内 

 
 
 
 

窓
外 

一
本
の
釘
打
つ
音
や
年
の
暮 

 
 
 
 
 
 
 

尚
信 

第
百
七
十
三
回 

平
成
二
十
三
年
三
月
二
日
（
水
） 

兼
題 

『
伊
勢
参
』『
春
の
宵
』『
剪
定
』『
お
水
取
り
』
と 

当
季
雑
詠 

吟
行 

「
梅
宮
大
社
」 

句
座 

「
京
料
理 

天
喜
」
上
京
区
千
本
通
今
出
川
上
ル 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

耐
え
に
耐
え
開
花
き
し
梅
の
愛
お
し
き 

 
 
 

紫
峰 

お
水
取
り
越
え
る
日
々
を
ば
指
で
追
い 

 
 
 

尚
信 

火
の
舞
に
連
行

れ
ん
ぎ
ょ
う

か
け
る
お
水
取
り 

 
 
 
 

寿
々
代 

七
重
八
重

な

な

え

や

へ

紅
白
淡
紅
梅
社 

 
 
 
 
 
 
 
 

窓
外 

土
手
道
に
梅
花
漂
う
澄
み
し
朝 

 
 
 
 
 
 

野
一 

高
枝
の
剪
定
口
か
ら
薄
陽
さ
す 

 
 
 
 
 
 

尚
信 

雨
上
り
香
り
た
だ
よ
う
梅
の
宮 

 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

青
空
に
一
直
線
に
紅
白
梅 

 
 
 
 
 
 
 
 

綾
南 

剪
定
持
ち
眺
め
て
終
る
狭
き
庭 

 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

剪
定
も
我
が
家
の
庭
は
枯
山
水 

 
 
 
 
 
 

窓
外 

剪
定
の
鋏
の
リ
ズ
ム
春
を
つ
げ 

 
 
 
 
 
 

綾
南 

玉
砂
利
の
音
進
み
ゆ
く
伊
勢
参
り 

 
 
 
 
 

爽
風 

     

平成２３年９月２２日 

平安神宮にて 



 

第
百
七
十
四
回 

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
二
日
（
木
） 

兼
題 
『
夜
長
』『
す
す
き
』『
秋
刀
魚
』『
撫
子
』
と 

 
 
 

  
当
季
雑
詠 

吟
行 

「
平
安
神
宮 

神
苑
」 

句
座 

「
あ
き
し
の
」
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ 

地
下
二
階 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

飛
石
に
す
い
れ
ん
ま
た
ぐ
散
策
や 

 
 
 
 
 

み
つ
へ 

十
壱
輪

と
い
ち
り
ん

大
和
撫
子
見
事
に
咲
き 

 
 
 
 
 
 

紫
峰 

黒
雲
が
伸
び
て
鳴
き
や
む
法
師
ぜ
み 

 
 
 
 

尚
信 

秋
刀
魚
焼
く
妻
の
白
髪
の
増ふ

え

し
か
な 

 
 
 
 

綾
南 

夏
忍
ぶ
残
り
睡
蓮
風
水
面 

 
 
 
 
 
 
 
 

紫
峰 

セ
ミ
し
ぐ
れ
お
寺
の
鐘
も
か
き
消
さ
れ 

 
 
 

み
つ
へ 

我
が
思
い
矢
作
す
す
き
が
天
を
衝
く 

 
 
 
 

尚
信 

撫
子
や
風
に
ゆ
ら
れ
大
地
の
娘 

 
 
 
 
 
 

野
一 

残
す
な
と
こ
っ
ち
を
見
て
い
る
秋
刀
魚
の
目 

 

爽
風 

嫁
ぐ
孫
に
思
い
は
つ
き
ぬ
夜
長
か
な 

 
 
 
 

寿
々
代 

摩
周
湖
続
け
て
芒
行
く
道
に 
 
 
 
 
 
 
 

野
一 

長
き
夜
は
旨
き
ワ
イ
ン
と
文
庫
本 

 
 
 
 
 

爽
風 

司
馬
遼
を
一
巻
あ
げ
て
夜
の
長
き 

 
 
 
 
 

窓
外 

人
並
に
幸
せ
味
わ
う
塩
さ
ん
ま 

 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

ス
ス
キ
の
穂
ね
こ
が
じ
ゃ
れ
つ
く
昼
さ
が
り 

 

佐
伯 

撫
子
の
野
辺
に
た
た
ず
み
石
地
蔵 

 
 
 
 
 

綾
南 

海
戻
り
九
十
九
里
浜
初
さ
ん
ま 

 
 
 
 
 
 

窓
外 

 

第
百
七
十
五
回 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
（
水
） 

兼
題 

『
晩
秋
』『
時
雨
』『
都
鳥
』『
紅
葉
狩
』
と 

 
 
 

  

当
季
雑
詠 

吟
行 

「
二
条
城
」 

句
座 

「
ほ
り
川
」
京
都
国
際
ホ
テ
ル 

一
階 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

時
雨
れ
て
も
時
雨
れ
て
も
な
お
鍬
を
振
る 

 
 

爽
風 

待
つ
人
の
ま
だ
顔
見
せ
づ
夕
時
雨 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

な
み
な
み
と
つ
が
れ
し
熱
燗
秋
夜
長 

 
 
 
 

み
つ
へ 

日
照

そ

ば

雨え

き
て
ち
る
人
波
や
紅
葉
狩 

 
 
 
 
 

尚
信 

旅
人
も
北
山
仰
ぐ
初
し
ぐ
れ 

 
 
 
 
 
 
 

尚
信 

日
が
暮
れ
て
お
こ
た
こ
い
し
く
猫
を
だ
く 

 
 

み
つ
へ 

武
士
の
姿
浮
か
べ
し
秋
日
和 

 
 
 
 
 
 
 

紫
峰 

大
手
門
渡
り
櫓
を
時
雨
さ
る 

 
 
 
 
 
 
 

窓
外 

鴨
川
に
パ
ン
屑
に
舞
う
都
鳥 

 
 
 
 
 
 
 

野
一 

た
ど
り
つ
く
長
命
無
欲
秋
の
暮 

 
 
 
 
 
 

綾
南 

晩
秋
に
な
が
く
か
げ
ひ
く
彦
根
城 

 
 
 
 
 

佐
伯 

初
時
雨
丸
・
竹
・
夷
を
駈
け
ぬ
け
り 

 
 
 
 

窓
外 

愛
宕
さ
ん
見
れ
ば
晴
れ
間
か
止
む
時
雨 

 
 
 

野
一 

よ
う
や
く
に
木
々
色
染
め
て
大
手
門 

 
 
 
 

寿
々
代 

二
ノ
丸
に
大
奥
み
た
り
深
む
秋 

 
 
 
 
 
 

窓
外 

阿
弥
陀
堂
飾
る
が
如
く
紅
葉
燃
ゆ 

 
 
 
 
 

綾
南 

 

追
記 

吟
行
や
句
会
で
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
皆

さ
ん
の
勉
強
熱
心
な
姿
。
小
野
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
俳
句

と
い
う
も
の
を
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に
参
加
し
た
私
で
す
が
、

三
年
程
た
っ
て
少
し
ず
つ
面
白
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

句
に
は
そ
の
作
者
の
人
柄
が
に
じ
み
出
る
よ
う
で
す
。

こ
の
頃
で
は
こ
の
句
は
誰
の
だ
と
予
想
が
つ
く
よ
う
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
も 

頭
の
体
操 

し
ま
せ
ん
か
（季
語
な
し
） 

山
科 

爽
風 

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

正 

会 

員 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一
（
野
一
） 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 

 
 

佐
伯 

希
彦 

㈱
日
本
電
気 

 
 
 
 

松
井 

章 

（
紫
峰
） 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 

隆
雄
（
爽
風
） 

 

 
 
 
 

特
別
参
加 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 

下
里 

尚
信 

三
木 

一
義 

（
窓
外
） 

三
木 

寿
々
代 

平
成
二
十
四
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
五
十
三
号
掲
載 

 



俳
句
同
好
会 

 
 
 

代
表
世
話
人 

小
野 

野
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人 

山
科 

爽
風 

  

社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を
重
ね

て
、
第
百
七
十
八
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
九
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                    

 

第
百
七
十
六
回 

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
（
水
） 

兼
題 

『
千
両
』『
羽
子
板
』『
う
ら
じ
ろ
』『
黒
豆
』 

『
お
に
』『
大
掃
除
』『
張
り
替
え
』『
初
夢
』 

『
お
重
』 

句
座 

「
喜
久
屋 

駒
井
」
東
山
区
川
端
通
松
原
上
ル 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

お
に
さ
ん
と
た
た
い
て
呼
ぶ
は
亭
主
な
り 

 
 

み
つ
へ 

満
開
の
千
両
こ
ぼ
れ
狭
き
庭 

 
 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

豆
喰
い
て
さ
ら
に
手
強
き
う
ち
の
鬼 

 
 
 
 

紫
峰 

張
り
替
え
し
仏
間
の
障
子
に
初
日
か
な 

 
 
 

陵
南 

た
こ
あ
げ
に
風
は
ま
だ
か
と
待
つ
寒
さ 

 
 
 

み
つ
へ 

坪
庭
に
ひ
そ
と
紅
濃
き
実
千
両 

 
 
 
 
 
 

窓
外 

張
り
替
え
を
終
わ
ら
ぬ
内
に
除
夜
の
鐘 

 
 
 

紫
峰 

七
草
の
粥
の
香
り
や
寝
床
ま
で 

 
 
 
 
 
 

陵
南 

初
夢
や
ふ
っ
と
笑
い
て
良
き
目
覚
め 

 
 
 
 

野
一 

う
ら
じ
ろ
を
飾
り
供
え
て
古
社
末
社 

 
 
 
 

尚
信 

羽
子
板
の
高
き
音
に
ふ
と
足
を
止
め 

 
 
 
 

爽
風 

年
毎
に
手
ぬ
き
の
ふ
え
る
大
掃
除 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

破
れ
凧
や
舌
出
す
鬼
が
ざ
ん
げ
す
る 

 
 
 
 

尚
信 

一
本
の
古
釘
入
り
て
黒
豆

ま

め

の
艶 

 
 
 
 
 
 

爽
風 

松
過
ぎ
て
元
の
二
人
の
箸
を
だ
し 

 
 
 
 
 

陵
南 

初
夢
を
な
に
や
ら
み
た
り
わ
す
れ
た
り 

 
 
 

窓
外 

節
分
に
オ
ニ
の
詫
び
て
る
泣
き
し
子
に 

 
 
 

野
一 

お
重
箱
親
し
い
人
か
ら
届
け
ら
れ 

 
 
 
 
 

佐
伯 

      

第
百
七
十
七
回 

平
成
二
十
四
年
四
月
十
日
（
火
） 

兼
題 

『
夜
桜
』『
山
葵
』『
桜
餅
』『
都
踊
』『
朧
月
』 

『
か
が
り
火
』 

吟
行 

「
下
鴨
神
社
」 

句
座 

「
あ
き
し
の
」
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ 

地
下
二
階 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

ヨ
ー
イ
ヤ
サ
都
を
ど
り
人
集
め 

 
 
 
 
 
 

佐
伯 

我
が
孫
や
葉
ま
で
い
た
だ
く
桜
餅 

 
 
 
 
 

野
一 

香
り
立
つ
薄
紅
色
の
桜
餅 

 
 
 
 
 
 
 
 

み
つ
へ 

桜
餅
く
ち
僉
議

せ

ん

ぎ

す
る
老
舗
か
な 

 
 
 
 
 
 

尚
信 
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浅
漬
の
わ
さ
び
葉
も
添
え
一
人
酒 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

夜
桜
の
ま
て
ぬ
季
節
の
先
を
取
る 

 
 
 
 
 

尚
信 

湧
水
の
尽
き
る
こ
と
な
し
花
山
葵 

 
 
 
 
 

窓
外 

 
 

篝
火
に
燃
や
し
て
散
る
る
潔
よ
さ 

 
 
 
 
 

紫
峰 

か
が
り
火
や
早
く
咲
け
よ
と
燃
え
あ
が
り 

 
 

佐
伯 

桜
餅
包
む
葉
の
香
を
に
ぎ
り
し
め 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

神
苑
の
さ
ざ
れ
の
石
や
春
の
風 

 
 
 
 
 
 

陵
南 

一
会

い

ち

え

か
な
糺
の
森
の
桜 は

な

と
風 

 
 
 
 
 
 
 

窓
外 

き
よ
み
ず
に
花
弁
を
浮
か
べ
し
山
葵
田 

 
 
 

紫
峰 

お
ぼ
ろ
月
老
い
た
母
の
手
に
ぎ
り
し
め 

 
 
 

み
つ
へ 

闇
深
く
か
が
り
火
ゆ
れ
て
桜 は

な

映
え
る 

 
 
 
 

寿
々
代 

花
篝
光
芒
闇
を
深
く
せ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

窓
外 

山
葵
田
の
隙
間
に
日
射
し
水
光
り 

 
 
 
 
 

野
一 

春
の
夜
に
思
い
出
語
る
か
が
り
火
に 

 
 
 
 

み
つ
へ 

か
け
茶
屋
の
赤
き
毛
千
氈
桜
餅 

 
 
 
 
 
 

陵
南 

    

 

第
百
七
十
八
回 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
日
（
木
） 

兼
題 

『
川
床
』『
白
露
』『
枝
豆
』『
秋
の
夜
』 

吟
行 

「
貴
船
神
社
」 

句
座 

「
貴
船 

喜
ら
く
」
左
京
区
鞍
馬
貴
船
町
四
十
七 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

健
診
の
結
果
を
愁
い
秋
の
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 

尚
信 

 
 

 

草
深
き
路
地
の
地
蔵
に
白
露
か
な 

 
 
 
 
 
 

陵
南 

献
燈
を
の
ぼ
れ
ば
そ
ぞ
ろ
秋
気
あ
り 

 
 
 
 
 

窓
外 

讀
書
経
て
コ
ー
ヒ
ー
濃
い
目
に
秋
の
夜 

 
 
 
 

陵
南 

水
の
香
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
あ
お
り
川
床 

 
 
 
 

野
一 

心
放
き
貴
船
の
床
の
五
七
五 

 
 
 
 
 
 
 
 

爽
風 

亡
き
句
友
偲
ば
る
秋
の
貴
船
道 

 
 
 
 
 
 
 

陵
南 

白
露

し
ろ
つ
ゆ

と
と
も
に
寝
ざ
め
る
旅
の
朝 

 
 
 
 
 
 

尚
信 

永
年
の
思
い
水
の
音
貴
船
川
床 

 
 
 
 
 
 
 

尚
信 

政
局
は
い
か
に
と
枝
豆
追
加
せ
り 

 
 
 
 
 
 

窓
外 

十
和
田
湖
に
白
露
の
月
の
影
を
見
る 

 
 
 
 
 

野
一 

細
柱
川
床
さ
さ
え
知
ら
ぬ
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
伯 

川
床
で
日
頃
の
う
さ
を
流
し
去
り 

 
 
 
 
 
 

爽
風 

大
あ
く
び
窓
に
映
り
し
夜
長
面 づ

ら 
 
 
 
 
 
 
 

窓
外 

 

追
記 

他
の
協
会
に
は
無
い
と
思
わ
れ
る
文
化
の
香
り
高
き

同
好
会
、
そ
れ
が
俳
句
同
好
会
で
す
。 

ず
っ
と
以
前
は
毎
月
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
て
い
た
時

期
も
有
っ
た
よ
う
で
、先
輩
方
の
熱
意
に
は
脱
帽
で
す
。

忙
し
い
時
代
の
今
は
、
無
理
の
な
い
よ
う
に
年
に 

 

３
～
４
回
の
吟
行
、
或
は
句
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

優
し
い(

？)

先
輩
方
が
手
と
り
足
と
り(

口
と
り
か

な
？) 

教
え
て
下
さ
る
の
で
、
貴
方
も
気
軽
に
是
非 

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

代
表
世
話
人 

小
野
野
一 

 

世
話
人 

山
科
爽
風 

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

正 

会 

員 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一
（
野
一
） 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 

 
 

佐
伯 

希
彦 

㈱
日
本
電
気 

 
 
 
 

松
井 

章 

（
紫
峰
） 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 

隆
雄
（
爽
風
） 

 

 
 
 
 

特
別
参
加 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 

下
里 

尚
信 

三
木 

一
義 

（
窓
外
） 

三
木 

寿
々
代 

平
成
二
十
五
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
五
十
五
号
掲
載 
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